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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月1日(2008.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　　ジェル剤と混合したカラー剤は、毛髪に対する付着性が良好であって、適度な粘性に
加えて伸びも良好であり、手際よく毛髪全体に塗り込むことができる。仕上がり状態にお
けるカラーの色のりが十分であって、発色明度も高い。手触り、艶、柔軟性も十分である
。引き続くパーマ施術においては、毛髪処理ミックス剤による前処理の効果が実感される
。すなわち、加水分解ケラチンが、毛髪の内外をしっかりと補修して、毛髪のハリとコシ
を付与していることが見られる。
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